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「シンクライアント」  
 

 
 
シンクライアントは最新の概念ではありません。1996 年に Oracle 社が発表

した「NC (Network Computer)」のコンセプトがまさにシンクライアントで

す。高機能・高価な Windows PC に対して、低価格・コンパクトでデザイン

も斬新なものでした。しかし、最近まで、アーキテクチャーとしてのシンク

ライアントが注目されることは少なく、比較的、地味に普及してきたと言え

ます。 

しかし、2004 年ごろから再びシンクライアントが注目を集めるようになっ

てきました。情報漏えいや情報の不正な持ち出しなどが多発する中で、クラ

イアントのセキュリティを確実に保護するソリューションとしてシンクラ

イアントが注目され始めたのです。社内の PC をすべてシンクライアントに

置き換える企業も現れました。そこまで頼りにされるシンクライアントとは

何か、しくみや現状について解説します。 

 

 

■シンクライアントとは、 
 
●なぜ今 、シンクライアントなのか 

2005 年 1 月、日立製作所は端末のセキュリティ強化のため、自社 PC 約 30
万台をシンクライアントに置き換えると発表しました。高速・高機能・重装備

の PC がもてはやされる中で、なぜディスクもない、動画も表示もままならな

いシンクライアントなのか、驚きの目を持ってこのニュースに接しました。  
しかし、世の中は大変でした。2004 年後半から、Winny などファイル共有

ソフトを通じて感染するウイルスによる情報の流出や情報漏えい事件が増え始

め、2005 年から 2006 年にかけて激増しました。この流れは残念なことに 2007
年 2 月現在でも続いています。流出した企業や団体の情報は、そのほとんどが、

職場の PC から持ち出した情報を個人用の PC に複写し、それがファイル共有

ソフトで流出するケースです。一方では、個人情報や企業秘密を保存した PC
の盗難や紛失事件も後を絶ちません。  

シンクライアントは、こうした情報流出や漏えい防止の観点から注目される

ソリューションです。  
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企業のネットワークは、クライアント（端末）をサーバに接続するクライア

ントサーバシステムです。アプリケーションの実行や処理はクライアントが行

い、作成したデータの保存や共有、交換をサーバが受け持ちます。シンクライ

アントシステムはクライアントサーバシステムの一種ですが、クライアントに

は入出力や画面表示、通信などの「必要最低限の機能」しかありません。  
シンクライアントのシン（ thin、やせた・細い）の名称は、この必要最低限

の機能だけを装備していることに由来します。反対の概念は、ファット（ fat）
クライアントで PC のように、充実した機能を実装した端末装置をいいます。

リッチ（ rich）クライアントは、よく似ていますが、ユーザーインターフェー

スの見栄えや豪華な機能を備えたクライアントソフトウェアのことを示す場合

が多いようです。  
シンクライアントは、アプリケーションの実行やファイルの管理はサーバで

行います。この「必要最低限の機能」を実現するためのクライアントソフトウ

ェアを、書き込み不可のコンパクトフラッシュメモリなどで実装していますが、

それ以外には電源を切ってもデータが保持されるしくみがありません。HDD
（ハードディスク）などの外部記憶装置がないのです。  
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稼働時には、サーバでファイルやアプリケーションを実行し、ファイルの作

成・編集・保存はすべてサーバで行います。ユーザーはシンクライアントによ

り、それをリモートコントロールするだけです。  
クライアントの電源をオフにすれば情報は一切残りませんから、クライアン

トが紛失や盗難にあっても情報流出や漏えいのリスクはありません。  
また、USB などで外部記憶装置を接続しようとしても、HDD がないためデ

バイスドライバやユーティリティソフトをインストールできません。さらに、

外部インターフェース自体の使用も抑止できるようになっていますので、情報

を持ち出すことはできません。こうしてシンクライアントは高いセキュリティ

を実現します。  
シンクライアント自体は、10 年以上前に、製品も登場しており、もともとは

PC の購入や管理にかかるコストを削減するために開発されたものでした。し

かし、その後の PC の急激な価格低下と性能の向上に対して、シンクライアン

トの価格低減がついていけず割高なしくみになっていました。  
しかし、終わりが見えない情報流出や漏洩事件、頻発する PC やメディアの

盗難や紛失事件に、そして、ユーザーの考え方が変わってきました。10 年前の

シンクライアントシステムでは、ネットワークやサーバの力不足が目立ち、採

用に難色を示すユーザーも多かったのです。しかし、今日では、ネットワーク

やサーバの性能向上によりシンクライアントシステムが実用的なソリューショ

ンとなってきました。10/100Mbit Ethernet 上のシンクライアントシステムで

は、マルチメディア情報は扱うことは困難でした。それが、今日では、Gigabit 
Ethernet など高速なネットワークの普及が進み、FLASH など画面更新の多い

動画の利用が可能になりました。また、CPU のマルチコア化により、複数のク

ライアントを並行処理する能力が向上し、シンクライアントは、一般の PC と

変わらない動作を実現しています。こうした動作環境の変化もシンクライアン

トの普及に弾みをつけています。  
 
●シンクライアントとは何 か 

シンクライアントというとき、狭義には端末装置そのものことを言いますが、

シンクライアント（端末装置）は単体で動作するわけではなく、端末からの指

示でアプリケーションを実行する専用のサーバとその伝達経路であるネットワ

ークが必要です。この端末装置、ネットワーク、サーバを総称してシンクライ

アントシステムといい、本稿でもそのように表記します。また、本稿では、シ

ンクライアントシステムの端末装置をシンクライアントと表記します。  
では、シンクライアントとは具体的にどのようなものか、次の表をご覧くだ

さい。  
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シンクライアントと、ほとんど同等の筐体や CPU を採用するビジネス向け

モバイル PC の仕様の一部を比較しました。  
 FMV-TC8230 

シンクライアント  

FMV-B8230 

ビジネス向けモバイル PC 

外観  

  

OS Microsoft（R）Windows（R） XP Embedded Microsoft（R）Windows（R） XP Professional

CPU Intel（R）Celeron（R）M ULV 423 

（ 1.06GHz）  

Intel（R） Celeron（R） M ULV 423

（ 1.06GHz）  

液晶  12.1 型  （ 1024×768）  12.1 型 XGA （ 1024×768）  

メモリ  512MB 512MB 

HDD なし  40GB 

FDD なし  外付け 3.5 インチ FDD（USB 接続）

軽さ /薄さ  31.2mm/約 1.19kg 31.2mm/約 1.25kg 

 
シンクライアントとモバイル PC の大きな違いは OS と HDD です。  
シンクライアントには、Windows（R） XP Embedded という見慣れない OS

が搭載されています。Windows（R）  XP Embedded は、組込用途向けの OS
です。POS システム、ATM、ゲーム基板などに組み込まれています。この OS
上で、入出力、画面表示、サーバとの通信を実行するクライアントソフトウェ

アが動作します。クライアントソフトウェアとしては、シトリックス社の

ICA(Independent Computing Architecture)クライアントやマイクロソフト社

の RDP（Remote Desktop Protocol）クライアント、サン・マイクロシステム

ズ社の AIP(Adaptive Internet Protocol)クライアントが有名です。シンクライ

アントは、このクライアントソフトウェアと組込 OS だけを搭載した端末装置

です。  
シンクライアントには HDD が搭載されていません。これは、アプリケーシ

ョンもファイルもすべてサーバ側にあり、処理結果もサーバ側に保存されるた

め、クライアント自身で保存しておく必要がないからです。この自身で情報を

保持しないこともシンクライアントの大きな特長です。  
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USB やメモリカードスロットなど外部インターフェースは、どちらの機種も

同等のものを搭載していますが、シンクライアントは、操作上必要となるマウ

スやキーボードを除き、情報漏えいの原因となる USB 対応のメモリや外付け

記憶装置などは、本体に HDD がないためドライバ /ユーティリティのインスト

ールが制限されます。さらに専用のソフトウェアで各種インターフェースの利

用自体を抑止することで端末装置からの情報の流出を防止しています。  
 
●シンクライアントのメリット 

 
最大のメリットは高いセキュリティの実現  

シンクライアントは、サーバ側にあるアプリケーションを利用して、サーバ

側にファイルを作成・保存します。したがってシンクライアント自体に情報を

保存する必要がありません。保存しておくための記憶装置がありませんから、

端末が盗難にあったり紛失したりしても、データはそこに保存されておらず、

情報漏えいのリスクはありません。また、不正アクセスやウイルスについても、

シンクライアントはサーバに対してキーボードとマウスの操作情報を送信し、

画面情報を受け取っているだけですから、構造上、外部から不正アクセスを受

けたり、外部からのウイルスに感染したりすることはありません。サーバ側に

は一般のクライアントサーバシステムと同程度にそのリスクはありますが、

個々のクライアントに対するよりも、はるかに管理しやすく、万一の対応も迅

速・確実に行うことができます。  
 
システムに関わるコストの削減が可能  

シンクライアントシステムは発表当初、PC の購入や管理にかかるコスト削

減が目的でした。今日的に言えば、導入、運用、保守から廃棄にいたるまでの

総費用、TCO（Total Cost of Ownership）削減ということになります。  
例えば、シンクライアントシステムでは、アプリケーションはサーバで稼働

するので、クライアントにソフトウェアをインストールする必要がありません。

ソフトウェアによっては、クライアント数ではなくサーバ数のライセンスを用

意すればよいものがあり、ソフトウェアのライセンスのコストを大幅に削減で

きる場合があります。  
また、システム管理コストを削減することもできます。  
例えば、ウイルス対策、アプリケーションのアップデート、パッチの適用な

ど、システムのメンテナンスに際しても、シンクライアントシステムでは、全

体を一元的に管理することができ、メンテナンス作業も一括で処理できるメリ

ットがあります。一般のクライアントサーバシステムのように、クライアント
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個々に導入されたさまざまなソフトウェアの影響で思わぬトラブルの発生など

に悩まされることはありません。日常業務においても、クライアントへの勝手

なソフトウェアの導入や周辺機器の接続などにより発生するトラブルの解決に

は、システム部門や IT スキルの高い人が動員されることが多く、目に見えな

いコストになっています。シンクライアントシステムでは少なくともこうした

トラブルはほとんど防止できます。利用できるソフトウェアを管理することも

容易ですし、トラブルもほとんどがサーバ側で発生することになるため、対処

しやすいメリットがあります。  
 
環境負荷を軽減  

ハードディスクや冷却ファンのような機械的な稼動部分や、電力消費の多い

高速な CPU やハードディスクを搭載していないのがシンクライアントの特長

です。CPU の発熱が小さく、ファンがなくなると騒音がなくなります。回転部

分がないので摩耗部分がなく、機械的な故障が少なく、製品寿命が長くなりま

す。これはハードウェアのメンテナンスコストの削減だけでなく、長期にわた

って使用することで産業廃棄物として処分する端末を削減することができます。 
ただし、今日の一般的なシンクライアントは、PC と同等の CPU を搭載して

おり、ファンのないものもありますが、発熱は一般の PC とそれほど変わりま

せん。  
 
シンクライアントは持ち歩ける  

例えば複数の事業所を行き来して仕事をするような場合、シンクライアント

を持ち歩き、無線 LAN などでネットワークに接続することで、いつでもどこ

でも社内ネットワークにアクセスし、使い慣れた自分のデスクトップ環境で業

務を継続することができます。電源を切ればシンクライアントには情報は残ら

ないので、万一の盗難や紛失による情報流出や破損による情報消失のリスクが

ありません。しかも、電源を入れて社内ネットワークにアクセスすれば、直前

の状態がよみがえります。これは、自宅で仕事を継続したい場合にも有効です。

シンクライアントであれば、データをデジタル的に複写することはできず、自

己所有の PC への複製による情報流出の心配はありません。  
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■シンクライアントシステムのしくみ 
シンクライアントシステムの基本形は、シンクライアントとネットワーク、

シンクライアントサーバの三要素で構成されますが、構築するシステムの用途

や目的により、システムの実現方法が異なります。  
主なものを紹介します  
 

●画 面 転 送 方 式  

シンクライアントシステムの基本形です。シンクライアントに必要最低限の

ソフトウェア（組込 OS とクライアントソフトウェア）を搭載し、アプリケー

ションの実行やファイルの作成や保存はサーバ側で行います。サーバの実行画

面はシンクライアントに送られ、表示されます。サーバとクライアント間では

画面情報とキーボードやマウスの入出力情報の通信が行われます。画面転送方

式には、次の３種の実現方式があります。  
 
●センター型  

サーバ側の仮想 PC に、データやアプリケーションがインストールされ、こ

のアプリケーションを複数のユーザーが各自のシンクライアントから同時利用

します。  
この方式の利点は、アプリケーションがサーバにインストールされることで

アプリケーションの追加やバージョンの管理など、従来は端末単位で行ってい

た管理を一元的に一括して行うことができ、管理コストが大幅に減少します。  
ただし、この方式ではマルチユーザーに対応していないアプリケーションは

動作しません。  
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●ブレード PC 型  

1 つのシンクライアントに 1 つのブレード PC を割り当てて利用する方式で

す。ユーザーの机の上にあった PC のキーボード・マウスとディスプレイ以外

をサーバルームに集約して配置するようなイメージです。  
この方法の利点は、動作するアプリケーションが多いことです。サーバ側に

あるアプリケーションを複数ユーザーで同時利用することはありません。その

ため、クライアントサーバシステムからシンクライアントシステムに変更して

も、ほとんどのアプリケーションが動作します。  
ただし、この方式は、ユーザーの PC がシンクライアントとブレード PC の

２台に分かれた構造なので、シンクライアントにもサーバ側にも CPU やメモ

リが搭載され、Windows ライセンスもクライアント・サーバの両方に必要とな

り、初期コストや運用保守コストは増加する可能性があります。  
そこで、クライアントと PC を１対１でなく、１対 n にする方法が考案され

ました。複数のブレード PC を１台のブレードサーバ上に仮想的に構築するも

のです。増設の容易なブレードサーバを採用して、クライアント数の増加に柔

軟に対応するもので、１台のブレードサーバで 8～14 台程度のシンクライアン

トに対応可能とされています。しかし、こうなると次に説明する仮想 PC 型と

同じになります。  
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●仮 想 PC 型  

センター型とブレード PC 型の中間のような方式です。1 つのサーバに仮想

的にいくつもの OS を起動し、各々のシンクライアントがサーバ側のそれぞれ

の仮想 PC にアクセスします。外観はセンター型、内容はブレード型のような

しくみです。利点としては、ブレード PC を１台のサーバの中に仮想的に複数

作り出すため、ブレード PC 型よりもコスト的には有利です。仮想 PC 内では

アプリケーションはシングルユーザーで動作しますので、動作するアプリケー

ションも多くなります。  
その反面で、この方式も、ユーザーの PC がシンクライアントと仮想 PC の

２台に分かれた構造なので、シンクライアントにもサーバ側にも CPU やメモ

リが搭載され、Windows ライセンスもクライアント・サーバの両方に必要とな

りますし、サーバ内に仮想 PC を作り出すためのミドルウェアが必要です。  
そのため初期コストや運用保守コストは増加する可能性があります。しかし、

2006 年末には、仮想 PC 型のサーバとして、１台で専用のシンクライアント端

末 20 台を稼働させることができるシステムが、端末込みで 400 万円前後とい

うものも出ており、低価格化が進んでいます。  
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●ネットワークブート方 式  

この方式は他と異なり、シンクライアントでアプリケーションを実行します。 
あらかじめサーバ側にシンクライアントのディスクイメージを用意しておき、

クライアントの起動時にネットワーク経由で OS をブートする方式です。アプ

リケーションはシンクライアントのメモリに展開され、シンクライアントの

CPU で処理されます。そのためサーバの負荷が軽く、富士通のネットワークブ

ート型シンクライアントシステム「Ardence TM 3.5」の場合、利用状況にもよ

りますが１台の IO サーバにクライアント数最大 40 台程度まで接続可能です。 
この方式の利点は、負荷の高いアプリケーションが快適に動作することです。

シンクライアントは OS やアプリケーションに必要なデータをサーバから取得

し、クライアントの CPU やメモリを利用して動作させるため、画面転送型の

シンクライアントシステムが苦手としていた、動画系・画像編集系等の高負荷

のアプリケーションを動作させることが可能といわれています。  
また、ソフトウェア資産をサーバ側で集中管理するため、煩雑な OS のアッ

プデートやウイルス対策のパターン定義ファイル更新作業などの工数を大幅に

削減することができます。  
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■シンクライアントのこれから 
現在のクライアントサーバシステムの中で、高いセキュリティとＴＣＯ削減

を実現するソリューションとしてシンクライアントシステムの前途は明るいと

言えます。社内統制、ｅ－文書法、個人情報保護への意識の高まりなど、時代

はより強い情報セキュリティを求める方向に進んでいます。  
しかし、セキュリティ面から注目されているシンクライアントですが、本格

的な普及はまだこれからです。シンクライアントの普及が進まない理由には、

PC の使い勝手が実現できていないこと、シンクライアントの導入コストが急

速に低価格化した PC よりも高価なことなどが挙げられます。また、導入後は、

セキュリティ強化と引き換えにこれまで持っていた自由を失ったように感じる

ユーザーも少なくないようです。動作しないアプリケーションが多く存在する

こと、日常使用する周辺機器を自由に接続できないこと、マルチメディアなど

負荷の高い情報を扱えないこと、などの不満は簡単には解消できません。  
そこで、シンクライアントへの移行手段として、サーバサイドコンピューテ

ィングを実現するソリューションが注目されています。PC の使い勝手を生か

したままで、重要な情報を扱う業務アプリケーションだけはサーバ側で稼働し、

オフィスアプリケーションやメールなどのコミュニケーションツールはクライ

アント側のリソースを使おうとするものです。導入時はこうした使い方で徐々

にすべてのソフトウェア環境をサーバ側へ移行しようとするものです。  
動作しないアプリケーションや周辺機器、高負荷情報の扱い、そして PC 並

みの使い勝手など、シンクライアントシステムに対する不安や不満の中に解消

できないものはありません。  
シンクライアントシステムはこれからのネットワークを大きく変えていくと

思われます。  
今後も注目して行きたいテクノロジーです。  


